
令和元年度 事業報告

我が国経済は雇用 。所得環境の改善が進む中、緩やかな回復を続けてきまし

たが、令和 2年に入つて新型コロナウイルスの世界的な感染拡大により、3月 の

日銀短観では業況判断指数が大幅に悪化 し、先を見通せない状況 とな りました。

また、高齢者の就業を取 り巻 く環境は、地域の担い手 としてのシルバー人材セ

ンターヘの期待が高まる一方、希望する人が 70歳まで働けるよう企業に就業機

会確イ呆の努力義務を課すことを柱 とした関連法が成立 し、令和 3年 4月 からの

施行 となるなどセンターを取 り巻 く環境は大きく変化 しています。

こうした中、国・県補助金の前年度同額の確保、国の委託事業である高齢者

活躍人材確保育成事業の増額及び事業の効率的執行等により、前年度大幅な

赤字であった連合会収支は概ね均衡を図ることができま した。

令和元年度の事業総括 としま しては、次ページの表 1の とお り、会員数は 4

年来の減少にわずかながら歯止めがかか り、姑前年度比 1.4%、 82人増の 5,879

人 となりました。一方、契約金額は、対前年度比 4.2%、 111百万円増の 2,751

百万円とな りま した。 ここ数年、請負・委任の減少を派遣が補 う形で推移 して

きましたが、令和元年度は請負・委任が 3。 9%上昇 したものの、派遣の伸びは数

年前の 30%台から 6.2%へ と大幅に低下 し今後の推移が危惧 されます。

個別の事業 としま しては、育成事業で新規会員の増加 を主な 目的に各センタ

ーと連携 し、周知・広報、就業体験、技能講習を積極的に行つた結果、169名 の

新規会員を確保することができ、これが会員数の微増につなが りました。

派遣事業につきま しては、人手不足分野への高齢者の就業機会の拡大が求め

られる中、高齢法の改正に伴 う派遣事業等の拡大を県に要望 してきましたが、

7月 に県内全域を対象 として 8業種・12職種の知事指定を受けたことから、

就業時間拡大を希望する派遣労働会員の条件整備を行 うことができました。

また、全シ協の指導 を受けた派遣事業における連合本部 と実施事業所 との

業務分担の在 り方、分担に応 じた派遣手数料の配分方法の整理については、7回

の派遣事業運営委員会及び関係会議での協議 と理事会での審議 を行いま した。

この結果、会計及びこれに付随する事務を連合本部で集中して行 うこと、また、

これに伴 う経費や教育訓練等に要する経費の配分について、協定書を改正 して

取 りまとめたところであ り、令和 2年 10月 1日 から実施することとしました。

この他、「シルバーの 日」等のタイ ミングに合わせた普及啓発事業やシルバー

事業推進の根幹をなす安全・適正就業対策事業の推進、国や県を中心とした関

係機関への要望活動を実施 したほか、九シ協の総会・役職員研修会の開催県と

して九州各県のシルバーセンター事業の連携促進に注力 しました。

以下、実施 した事業について報告 します。



表 1≪ 過去 5か年間の推移≫ R2.3.31現在

表 2≪ シルバー人材センター連合会中期事業計画の進捗状況≫

令和元年度 目標数値と実績比較 R2,3.31現在

項    目 H27年 度 H28年 度 H29年 度 H30年 度 R元年度

会員数 実数 (人 )

増減率 (0/o)

6,298

▲1.2%

6,068

▲3.7%

5,897

▲2.8%

5,797

▲17%

5,879

1.4%

就業率 請負等 (0/o)

増減 (ホ

°
イント)

83.20/0

▲0.5

82 80/0

▲04

81 90/。

▲0.9

81.3%

▲0.6

82 40/O

O.6

派遣 (0/o)

増減 (ホ

°
イント)

69.60/0

▲1.5

727%

3.1

71.10/0

▲1.6

63.90/0

▲72
63.20/0

▲0,7

契約金額 計 (百万円)

増減率 (0/c)

2,588

▲0.60/0

2,609

0.80/c

2,609

0.00/0

2,640

12%

2,751

4.2%

請負等 (百万円)

増減率 (0/o)

2,384

▲27%

2,330

▲2.30/0

2,267

▲2.70/0

2.250

▲0,70/0

2,337

390/0

派遣 (百万円)

増減率 (0/o)

204

32 50/0

280

37.3%

342

22.10/0

390

140%

4¬ 4

6.2%

年 度

項   目

平成 29年

基準年度①

令和元年

目標数値②

令和元年

実  績 ③

達成率 (%)

③/②

会 員 数 (人 ) 5, 897 6, 351 5, 879 92. 6

女性会員比率 (%) 32.1 33.0 3¬ . 5 95.5

粗入会率 (0/o) 1 2 1 3 1. 1 84.6

就 業 率<請負 口委任>  (0/o) 8 1, 9 81. 9 82.4 100. 6

就 業 率<派遣> (0/o) 7 可. 1 74 1 63. 2 85. 3

就業延人員<請負 日委任>(千人日) 460 460 449 97.6

就業延人員<派遣>   (千 人日) 62 78 75 96.2

契約金額 <請負 日委任>(百万円) 2, 267 2. 267 2, 337 可03.1

契約金額 <派遣>   (百 万円) 342 422 414 98.1



表 3≪平成 30年度中期事業計画 (第二次会員 100万人達成計画)に
おける会員数 目標数値と拠点別実績の比較≫ R2,3,31現在

(単位 :人 )

区分 日年度
平成29年

基準年度①

令和元年

目標数値②

令和元年

実 績 ③

達成率 (0/o)

③/②
長  崎  市 936 1, 009 803 79.6

佐 世 保 市 1 016 1, 096 947 86.4

島  原  市 293 315 318 101.0

諌  早  市 499 538 510 94. 8

大  村  市 702 757 757 100.0

平  戸  市 254 273 270 98.9

松  浦  市 233 251 227 90.4

壱  岐  市 251 270 196 72.6

五  島  市 179 192 207 107.8

西  海  市 322 347 329 94.8

雲  仙  市 164 176 171 97. 2

南 島 原 市 325 350 343 98. 0

長 与 “時 津 369 397 393 99. 0

波 佐 見 町 132 142 114 80. 3

対  馬  市 62 66 137 207. 6

川  棚  町 79 85 68 80, 0

新 上 五 島 町 81 87 89 102.3

計 5 897 6:351 5, 879 92.6



個 別 実 施 事 業

I シルバー人材センター事業

1.安全・適正就業姑策推進事業

各センターにおける会員の安全・適正就業の確保を図るため、次のとお り政

り組みました。

(1)安全・適正就業対策推進委員会の開催

各センターにおける会員の安全・適正就業の確保に関する事項を検討

し、その対策等を推進するため、次のとお り委員会を開催 しま した。

委員会開催状況 (委員長 藤澤理事、副委員長 西理事)

(2)安全・適正就業対策役職員研修会の開催

令和元年 11月 6日 、センターの役職員・会員を紺象に研修会を実施 し

ました。 (於)「えきまえ」いきいきひろば

開催 日 主な議題等 検討 (審議)結果

元,7.H

(「 えきま

え」ヤヽきい

きひろば)

①安全・適正就業役職員研修

会の開催

②安全ハ
°
トロ司レ及び適正就業

の巡回現地指導

③安全・適正就業強化月間に

おける取組状況取り纏め

① 令和元年 11月 に開催 (長崎労働

局、連合会等による講義 ほか)

② 現地巡回、適正就業点検計画

を決定

③各センターの強化月間等におけ

る取組状況の集約

研 修 内 容 講  師  等

・安全講話 (高齢者の交通安全 )

・適正就業ガイ ドライン ほか

。令和元年度安全・適正就業指導員

会議報告

・重篤事故発生に姑する対応

。長崎県県民生活部交通・地域安全課

課長補佐 (警部)

・長崎労働局職業対策課高齢者対策担当

宿「 イよか

・連合会事務局長 ほか



(3)安全就業巡回視察及び適正就業点検

下記のとお り、安全・適正就業の現場点検等を行い、安全・適正就業の

指導に努めました。

(安全就業視察) (適正就業点検 )

活 動 拠 点 名 巡 回 視 察 日

1 長崎市 SC Rl,10。 31

2 佐世保市 SC Rl,9,12

3 諫早市 SC Rl,9,19

4 大村市 SC Rl,9,11

5 平戸市 SC Rl.9.5

6 西海市 SC Rl,9,3

7 波佐見町SC Rl,8。 22

計 7カ所

活 動 拠 点 名 点 検 確 認 日

1 島原市 SC R2,1.20

2 松浦市 SC Rl.10。 17

3 壱岐市 SC Rl,10,30

4 五島市 SC Rl.12.4

5 雲仙市 SC Rl.11.8

6 南島原市 SC R2。 1.9

7 長与・時津 SC Rl.12,10

8 川棚町社協 Rl.11.15

計 8カ 所

2.普及啓発・就業開拓事業

会員数・就業機会の拡大を図るため、広報活動を'行 うとともにシルバー事業

の意義・理念・運営等を広 く県民や事業団体等に正 しく理解 していただくため

次のとお り取 り組みま した。

(1)普及啓発事業

連合会ホームページや県の広報媒体、マスコミヘの情報提供等を通じて情

報発信に努めました。

特に、10月 の「普及啓発月間」におけるボランティア活動を中心とした新聞で

の報道など、タイミングを重視した情報提供に努めました。

また、11月 には「九州・山口70歳現役社会推進大会」の本県開催に合わせ、

会場である長崎ブリックホールにおいてブースを設置し、来客者ヘリーフレット

を配布するなど、シルバー人材ンセンター活動の周知啓発を行いました。

(2)業務推進事務局長会議の開催

県内センターの事務局長が一堂に会し、会員増力日や就業開拓等の諸課題

について、情報交換、検討・協議を行い、シルバー事業の推進強化に努めまし

た。



開 催 日 会 議 概 要

令和元年 6月 13日 ・令和元年度第 1回都道府県連合事務局長会議報告
・会員拡大について

・育成事業について ほか

令和元年 9月 27口 。令和元年度第 2回都道府県連合事務局長会議報告

・派遣事業における「同一労働同一賃金」制度について

・シルバーの 日、ボランティアにおける広報活動について

イよか

令和2年 1月 24日 ・令和元年度第 3回都道府県連合事務局長会議報告
。厚生年金基金について イよか

3.交流研修事業

情報収集。交換、役職員のスキルアップのため以下のとおり会議等を開催。また、
全シ協等が主催する会議・研修会に参加しました。

事 業 項 目
実施時期 実施地域 内  容

1連合会主催の研修会等

6月

長崎市

・事業予算・計画の協議

・適切な事業運営に係る諸問題の

検討・協議ほか

9月

1月

6月 長崎市

。派遣事業の連合会への移行に

関する講話 (講師 :熊本県SC連

合会専務理事 )

6月 長崎市
・消費税改正に伴う軽減税率等の

講話 (講師 :福岡国税局)

10月 長崎市

・派遣法改正に伴う同一労働同一

賃金についての講話 (講師 :

長崎労働局需給調整事業室長)

1月 長崎市

・補助金制度の概要
。消費税のインボイス制度

・個人情報管理 イまか

1月 長崎市

・基金制度の変更に伴う講話

(講師 :全国シルバー人材セン

ター厚生年金基金 常務理事)



事 業 項 目
実施時期 実施地域 内  容2全シ協主催の研修会等

6月 東京都 ・全シ協定時総会

7月 東京都 ・事故防止に関する取組み

11月 東京都 ・連合会会長会議

5月

東京都

・事業予算・計画の説明、協議

(厚労省 )

・適切な事業運営の推進(全シ協)

・諸問題の検討・協議 イまか

9月

1月

10月 東京都 ・適正就業に向けた取組み

12月 東京都 ・福祉・家事援助サービスの拡充

12月 東京都 ・適正な事業の執行について

事 業 項 目
実施時期 実施地域 内  容3九シ協主催の研修会等

6月 福岡県 ・定期総会議案等

7月 長崎県 ・定期総会・役職員研修会

11月 福岡県
・シルバー事業に係る情報交換
△
ボ

11月 鹿児島県 ・事例研究ほか担当員研修会

11月 福岡県 ・各連合情報交換会

4.調査研究事業

シルバー事業を取 り巻 く環境変化を的確に捉え、下記について調査研究を行

い各センターに情報発信することで、円滑な事業推進等が図られるように努め

ました。

(1)派遣事業における連合本部 と実施事業所 との業務分担の在 り方、分担に応

じた派遣手数料の配分方法の整理にあた り、九州各県における派遣事業の実

施状況や体制を書面調査するとともに、先進県への現地調査を行い課題を分

析 しました。



(2)高齢者活躍人材確保育成事業を活用し、本県に本社を置く事業所で、業種

別及び地域別の 883事業所を対象に、シルバー人材センターの認知度や活用

実態、今後の活用方針等のアンケー ト調査と分析を行い、その結果を各セン

ターヘ提供するとともに、企業説明会の対象抽出にも活用しました。

5.センター設置等促進事業

県下全域におけるシルバー事業の展開を図るため、センター未設置町 (小値

賀町)や連合会未加入団体 (東彼杵町、佐々町)に対し事業概要の配布等によ

リシルバー事業の周知・広報を行い、センター設置への意識づけに努めました。

また、シルバー事業の全島組織化・法人化を目指している対馬市や、法人化

に至っていない川棚町や新上五島町のセンターに対しては、新たに業務推進事

務局長会議の資料を送付し、情報の共有に努めました。

6.指導事業

8セ ンター (島原市、松浦市、壱岐市、工島市、雲仙市、南島原市、長与・

時津、川棚町社協)に姑し、会員拡大、就業開拓、意識啓発、安全就業、適正

就業の確保等の取組への現地調査を実施。シルバー事業の適切な運営、業務拡

大等の指導・助言を行いました。

7.福祉・家事援助サービス事業

「介護予防・ 日常生活支援総合事業」を見据え、下記のとお り全シ協研修会
へ出席 しました。

研   修  会 開 催 日 開 催 場 所

福祉・家事援助サービス担当者会議 (再掲)

(全シ協主催)
Rl.12.2 東 京 都



8.有料職業紹介事業

臨時的かつ短期的または軽易な業務への就業を希望する高齢者に、有料職業

紹介事業を行いま した。

(1)実施事業所

佐世保市、島原市、諌早市、大村市、平戸市、松浦市、五島市、西海市、雲

仙市、南島原市、波佐見町及び連合会 計 12箇所

(2)実施状況

Ⅱ シルバー派遣事業

高齢法改正による業務拡大等派遣事業の環境変化を見据え、情報提供 とその
'対

応方策に努めるとともに、労働者派遣事業の適切な推進に取 り組みました。

(2へ
°―シ

゛
(過去 5年間の推移〉参照 )

(1)シルバー派遣実施事業所

届 出 受 理 日 実 施 事 業 所 名 称

H21,2.25 ①長崎市事務所

③諌早市事務所

⑤西海市事務所

②佐世探市事務所

④大村市事務所

⑥長与・時津事務所

H21,8,17 ⑦南島原市事務所 ③波佐見町事務所

H22,4.1 ⑨島原市事務所

H22.11,8 ⑩平戸市事務所

実施事業所

数

求  人 求 職 就 職

有効

求人

数

求人数 有効

求職

者教

新規

求職

申込

件数

常用

就職

件数

臨時

就職

延数

日就

職延

数

常 用

求 人

数

臨 時

求 人

延数

日 雇

求 人

延数

12箇所 0人 0人 0人 日 0人 日 0人 0件 0件 0人 日 0人 口



H23.8.31 ①壱岐市事務所

H24.10.17 ⑫雲仙市事務所

H25.12.12 ⑬松浦市事務所

H26.1.30 ①五島市事務所

H26.12.17 ⑮連△ △
口

=ベ

(2)シルバー派遣事業運営委員会の開催

派遣事業運営に係 る次の課題の検討・協議のため、下記のとお り運営委員
会を開催 しま した。

① 派遣事業における連合本部と実施事業所との業務分担の在り方、分担に
応じた派遣手数料の配分方法の整理について(令和2年 10月 1日 実施予定)

派遣事業の業務拡大の指定に伴 う「手数料の額」の改定と周知について

労働者派遣法の改正に伴 う「同一労働同一賃金」への対応について

②

　

③

運営委員会開催状況 (全 7回 )

開催年月 日・場所 議  題  等

令和元年 6月 13日

(業務推進事務局長会議)

・シルバー派遣事業の経過について

。派遣事業の連合と実施事業所の業務分担の見直しに

ついて (熊本県連合会の講演ほか)

令和元年 7月 29日 ・ シァレバー派遣事業の業務拡大に伴 う手数料率につい

て (1)

令和元年 9月 9日 ・シルバー派遣事業の業務拡大に伴 う手数料率につい

て (2)

・派遣事業の業務分担の見直 しについて

。作業部会の設置について

令和元年 12月 3日 。作業部会からの報告について

。派遣料金規程改正案について ほか

令和元年 12月 13日 ・派遣事業に係る同一労働同一賃金にかかる制度説明

について

。派遣事務手数料按分の考え方について (1)



令和 2年 1月 8日 ・同一労働同一賃金にかかる事務処理方針について

。業務拡大に伴 う事業者への周知について

。派遣事務手数料按分の考え方について (2)

令和 2年 1月 24日

(業務推進事務局長会議)

・連合と実施事業所間での協定書改定案について

派遣担当者会議開催状況 (1回 )

開催年月 日・場所 議  題  等

令和元年 9月 27日
・派遣制度の本県の現状と課題について

。派遣運営委員会が諮問する作業部会について

作業部会開催状況 (全 3回 )

開催年月 日・場所 議  題  等

令和元年 10月 4日

・委員の委嘱

・部会長の選任について

。課題整理 (4項 目)

令和元年 10月 31日
・課題整理と電算システムの関係について

'労働保険制度について

令和元年 H月 26日
・課題整理の報告に向けた議論について

・年休付与について

(3)派遣業務拡大の取り組み

平成 30年度以降、高齢法の改正に伴う派遣業務の拡大について、各拠点

の意向調査や先進県等調査を踏まえ、理事会や派遣事業運営委員会等での検

討・協議を重ね、平成 31年 1月 30日 、県下全域を対象とする8業種、12
職種について、高齢法第 39条に係る派遣業務拡大の指定を長崎県知事に要

望しておりましたが、7月 25日 、要望どおりの内容で指定を得ることができ

ました。

○指定地域 ……長崎市、佐世保市、島原市、諌早市、大村市、平戸市、

松浦市、対馬市、壱岐市、五島市、西海市、雲仙 市、南島原 市、

西彼杵郡長与町、西彼杵郡時津町、東彼杵郡東彼杵町、東彼杵郡川棚町、

東彼杵郡波佐見町、北松浦郡小値賀町、北松浦郡佐々町及び南松浦郡

新上工島町の各区域 (県内全域)



○指定業種 ……8業種、 12職種

業     種
日本標準産業分類 (中 分類)

職        種
厚生労働省編職業分類 (中分類)

1 農業

農業の職業
包装の職業
その他の運搬 。清掃 。包装等の職業

2 食料品製造業
農業の職業
製品製造 。加工処理の職業
包装の職業

3 運 輸 に 付 帯 す る
サービス業

飲食物調理の職業
その他の運搬・清掃・包装等の職業

4 各種商品小売業

生産関連事務の職業
商品販売の職業
飲食物調理の職業
製品製造・力口工処理の職業
清掃の職業
包装の職業
その他の運搬・清掃・包装等の職業

5 飲食料品小売業

生産関連事務の職業
商品販売の職業
飲食物調理の職業
製品製造 。加工処理の職業
清掃の職業
包装の職業
そ の他の運搬・清掃 。包装等の職業

6 その他の小売業

生産関連事務の職業
商品販売の職業
清掃の職業
包装の職業
その他の運搬・清掃・包装等の職業

7 医療業

一般事務の職業
介護サービスの職業

飲食物調理の職業
清掃の職業
その他の運搬・清掃・包装等の職業

8 社会保険・社会福祉、
介護事業

一般事務の職業
事務用機器操作の職業
介護サービスの職業
飲食物調理の職業
その他のサー ビスの職業

清掃の職業
その他の運搬・清掃 。包装等の職業



Ⅲ 高齢者活躍人材確保育成事業

令和元年度の高齢者活躍人材確保育成事業 (厚生労働省長崎労働局委託)につ

きましては、高齢者や企業に姑して、シルバー人材センターを積極的に周知。広報

するとともに、実際の就業体験を通じて高齢者、企業双方のシルバーに対する理解を

深めること、高齢者がシルバーに興味を持ち自信を持つて就業できるよう必要な技能

講習を行うことにより、シルバーの新規会員、新たにシルバーを活用する企業を増加

させることを目的として実施しました。

・委託期間 平成31年 4月 1日 ～令和2年3月 31日

・支 出 額 37,010,353円 (契約額38,300,000円 )

事業実績

※事業目標は、高齢者活躍人材確保育成事業仕様書により設定された日標値である。

区分 新規会員数① 就業者数② 就業率②/①

周知・広報 118人 98人 83.1%

セ ミナー 13人 10人 76。 9%

就業体験 6人 6人 100%

技能講習 32人 20人 62.5%

計 169人 134人 79。 3%

事業 目標※ 50人 30%以上



1.周知。広報

2,説明会 (高齢者向け)

広報媒体等 内容 実績 備考

アンケー ト 企業ニーズ把握のための

アンケー ト調査

427社 調査数 883社、回答数 427社、

回答率 48.4%
リーフレント シルバー人材センター P

R、 シルバー会員募集

8,000部 連合会・1拠点 SC、 A3判
二つ折 り。両面 4色刷 り

窓日配布用チラシ シァレバー会員募集 3,500枚 2拠点 SC、 A4判 。片面 4色

刷、片面 2色刷 り

新聞折込チラシ シルバー会員募集 749,640枚 15地区、5紙、40回、A4判 。

片面 2色刷 り

タウン情報誌 シルバー会員募集 17回 3誌、広告記事掲載

自治体広報誌 シルバー会員募集 2回 2自 治体、広告記事掲載

AMラ ジオ シルバー会員募集 208本 1社、20秒 CM・ 週 4回、

4/22～ 3/31

新聞記事体広告 シルバー人材センター P

R
3回 1紙、全 5段・カラー刷 り

ケーブルテレビ シルバー会員募集 2,547本 9局、15秒 CM、 7/11～ 7/23、

9/1-10/31

ケーブルテレビ シルバー会員募集 1,095本 2局、30秒 CM、 2/26～ 3/25、

2/27～ 3/26

コニ ュニテ ィ FⅢ生 シルバー会員募集 60本 1局、20秒 CM、 10/1～■/14

の平 日

新聞折込チラシ セミナー参加者募集 65,020枚 1回、1地区、5紙、B4判・

片面 4色刷 り

新聞折込チラシ シルバー人材センターヘ

の仕事依頼

327,040枚 1回、15地区、5紙、A4判・

片面 2色刷 り

新聞折込チラシ 技能講習受講者募集 317,600枚 11講習、9地区、5紙、A4
半J・ 片面 2色昂Jり

タウン情報誌 技能講習受講者募集 2回 2講習、1地区、1誌、広告

記事掲載

名 称 開催地 開催 日 開催時間 参加者 備考

セ ナ ー 長崎市 5/15 11:00-12:00 7人

セミナー 佐世保市 10/8 13:30-15:30 26人 佐世保市 SC入会説明会

含む。



3。 説明会 (企業向け)

4.就業体験

5,技能講習 (単位 :日 間、時間、人 )

名称 開催地 開催 日 開催時間 参加

企業

備考

シルバー人材

センター説明会

長崎市 2/26 10:00-11:00 4社 対象企業 33社

名称 開催地 開催 日 開催時間 参加者 備 考

公園管理就業

体験

長崎市 12/4 10:00-11:00 6人 受 入 先 (長 崎 市

SC)

植木剪定就業

体験

佐世保市 9/25 14:00-15:00 6人 受入先 (佐世保 市

SC)

講習名 開催地

講

習

日

数

講習

時間

参力日

者
講習期間 備考

剪定講習 長崎市 3 15 17 H/5 火 11/7 本

清掃スタンフ

養成講習
長崎市 3 12 11 11/25 月 11/27   ァk

剪定・除草
講習

佐世保市 6 26.5 13 11/13 水 11/20 水

11/18刈払機取
扱 2.5時間、
11/20接遇マナ
ー2時間

介護スタッフ

養成講習
佐世保市 4 16 9 1/10 金 1/17 金

剪定講習 島原市 3 15 6 11/26 火 11/28 木

接遇講習 松浦市 2 8 12 1/27  月 1/28 火

清掃スタンフ

養成講習
五島市 2 8 9 1/21 火 1/22 水

接遇講習 西海市 2 8 17 12/17 火 12/18 水

認定ヘルパー

養成講座
雲仙市 3 14,75 9 6/13 木 7/4   本

6/21～ 7/3実習

(1人 1時間X
5ケース)

接遇講習 (1) 南島原市 2 8 16 7/9  火 7/10   ァk

接遇講習 (2) 南島原市 2 8 10 7/17 水 7/18 木

清掃スタッフ

養成講習
長与町 3 12 7 11/12 火 11/14  木

清掃スタッフ

養成講習
波佐見町 3 12 8 2/4    夕に 2/6 木



Ⅳ 総会開催及び要望活動

連合会の事業 目的の達成 と適正な運営を図るため、総会及び理事会を開催す

るとともに、要望活動を実施 しました。

(総会等の開催状況 )

(要望活動概要 )

事 業 項 目

実施時期 実施地域 内 容
総会・理事会等の開催

6月 長 崎 市
連合会会員による総会開催

・平成 30年度決算審議 ほか

連合会理事 (14名 )、 監事 (2名 )による開催

6月

6月

7月

12月

2月

3月

長 崎 市

長 崎 市

(書面)

長 崎 市

長 崎 市

長 崎 市

。平成 30年度事業報告・決算審議 ほか
。副会長の選定

・連合会予算の変更 (債務負担の追加 )

。派遣手数料規程の改正 ほか

。派遣協定書の改正 ほか

。令和 2年度事業計画 。予算審議 ほか

5月 長 崎 市
監事 (2名 )イこよる平成 30年度収支計算書等

の監査

支 援 要 望 内 容 要 望 先 要 望 者
令和元年 8月 1日

・補助金、公共事業の

発注の確保等

１

２

３

４

長崎県知事

長崎県議会議長

長崎労働局長

自由民主党長崎県連

吉木会長

西副会長

溝田副会長

岩本専務理事
令和元年8月 1日

・事務所移転先の確保

長崎県知事 吉木会長

西副会長

溝田副会長

岩本専務理事



麓織対銀表

令和 2年 3刈 31舞 魂程

ノミ峙ゎ

0

1,000
69,353,177
33,727,714

0

1,000
63,572,216
38,882,319

O

O

5,78◇ ,961
△  154サ 605

1 97

O

0 000

301,876
306,915
110

342,126
306,915

1

△ 40)250
0

79 1 250

98,465,5と 0

0

734,944
0

0

88,676,655
０

３

５

０

０

865, 27

4,788,855
O

△  130,329
△ 5

0

933と

0

0)
0)

と2,445,668
0)

(

(

(

０

０

０

３

０

(

( )

)

O

9,鬱 7之,64

0

0

0

2,473,025

(

(

)

(

)

0

0
2 643

0

と,流動資厳
現金
璃陣毅金N()3◇感OttO
善通預金
衆収後
講払機
流動資鹿舎紳

2.鐵定資流
(1)基本露

Ⅲ
滋

基本員オ麓舎静}

(2)特定資踵
連舎会事務所移鞣費ヂ翔積立資麓
特定資遂舎紳

(3)そび)催剛建資産
什辮鶴轟
篭議勢露入箱
l胤ヽ経金
そ奮ジ絶閣定資滋合計

重典綾の都
二.流動負綾

衆撚金
納受倫
受疑り垣巌
仮受金
短嬢繕入金
顔 り裕漂デJ金等
流鞠険綾舎肘

2,翻慮鍵綾
圏定負横舎静
察横舎紳

二ltttμ穴・舞輩産の郊
1.籍定透味財産

(拳 ち基本財熊への究当額 )

(拳 ち特定資滋への充当額)

2.一般正嫌舞な魔
(う ち基本財滋へめ究当額 )

(ぅ
学r,特定資産への充当額 )

離嫌財雄合計

菫 の部

闇
鵞

窪資産合計十
雄合計

6 患



鷲繕対熊畿燐譲歳

令′
l.イl attt岳 婢る「縛魂葎

く‐―― ン タ

組 趨 公益懇曲導棄後竜手 法大会き十 ぬ密る敗懲1娘迭 合な。と

0

lr 000

66,r織 (,8,641

33)72γ ,字 14

S84,940

13,Iイ25,3子4

0

6糖 `25()

0

0

2,949,建 86

1移

心0,Sく )く〕

O

6,(177,209

0

だヽ  1二 k,72患 =3T4
△ 6)9軍T,209

Fゝ 34.2と (l

0

1,0(導O

Sfυ ,急心t,色 7T

33,727,711

S壌る,44◇

0

◆

お

空321 10St S19 9,087ェ 34心 だヽ  137,傘岳も,どと3 103472字 ,334

0 9 0

◇

9,2(Ⅲ ().OCo

◇

　

も

O

2,21)0)◇ 00
2.OOOt 000 (l 0 2、 ″ゆ0,olひ o

串

０

　
０

，
浄

ウ
守 、16,S98

306,9,S

たと|=000

30と ,876

801),91S

l10、 O◇ ()

21岳 .271ヽ 603,61(1 筆18】 イ91
鬱,41る .″ 7串 岳r,3,SR3 91913,791

234.112`◇ 97 9`心 3(l`86患 A iti?,65会 、と38 10お i616.12彦

93,4・tO)171

O

73′l,944

6

0

0

6,0,7,露 09

二3,1725,8?4

2S4,

９

　
０

　
０

　
Ｃ

　
Ｏ

◆

ｏ

Ｐ

む

9ら 1 $傘

△ 54,260

∠ゝ  6チ 077,2(,9

/今、 13,こ ?86,37ノ li

93,465,51つ

ll

T3′1,944

0

0

0

0

0

て,

イ9,3る9 I気  ,とイ.866【 惑3a !     ひ412$l'14-S葉 :

0 0 や

″tJ.6a0 だヽ  1↓ 7.さ 66.838 91.20r).4う ′
l

0

0)
(')

2,934,399

0)

(

〈

4

(

モう

C)
(l)

9,Sl l,269

(善 )

つ )

(

(

)

,

)

う(

傘

ё,

C)
12,4奪る、心心S

O,

(

(

(

9`511.269 1

ユ資雄の藩お

I,旋鍛欝蔵

)と金

当用漂金No30SO種 10

普瀦藻命

人ヽ栽幾

君オ極登

糠合勘定

公益掛釣事業会計勘定

拶4大会,,勘傘

流動資黛舎妻Ⅲ

孝,llこ tⅢ 窟欝産

(1)基本簿簿

基本財滋今請

(患 )得定食灌

滅森選鶴鶏〕手iヽ 資透

連谷会事務新移櫨費腕嬢章食競

勢定姿遺合針

(9ユ 竜め亀爛建驚麓

4争鰈構品

驚難熱入構

供越冷

その絶報庫食離今議す

藤建資濃Ⅲ副・

資難合言

'B象機分裂;

ミ(瀧軽典綾

ガ、消ム金

講受後

機
'金仮受麓

短薄ユ帯Å企

公慈麟鶴:要業会計欝態

法人会計甚ザ1定

機点船定

凝 り輔

",金

欝

焼助負績合計

2,齢 定表簡

機定像織脅奮}

負餞舎静

譲こ妊味簿策 rデ〉部

1,婚驚正味鮒雅

(う ち基本財驚への■当験 )

(う ち特忠資蓬Ⅲゝの充当観 )

'^―
毅正榮鮮驚

(う ち基本財雄′ヽの快,襲 額 )

(う ち斡定資驚了、い充 Iイ 壌 )

正味昇1離舎静

1 09 9.59Ci 86S ど、 13イ ,8岳61838 166F S4お .12之



錘酵熟麟筵端裁船練馨
平成Sl年 強夷 :諄 から,独 2年 8疼 31璃 まで

シ バ・一

当年 前 年度 ユ鐵ヨ懸路

1

389.776,838
1覇

| 4 岳891776.838
緩 祗収益 24.646.643
事業授託疑貿益 O 24.646.643

=l手

‐
熊受誕取益 37.010.353 O 0

弄蔑 i事業登 鉦取幕 37 37,01で,)353
2.679.700 1.990.0(〉 1 589.71〕 0

正会織貧鶴[4子持| 子

2.

'79.700
1.990、 000

161(〉90,000 0
雑搬園島 置憾切寺ポ透 8,046.0( 8.045_〔 )Ol〉 0

珈錢p 8,046.000 8,045.000 0
444.()OO 000

シ ;支援砕 442,OOl,
il 2 I()

12 2 10
487 469 18

受ユ撃え浄熟1

4ど17 469
O ()

た

'1又

亀 0 0 0
4イ 194,654 432,945.952 37.4イ18,702

466.18θ.514 431,441.910
金 17 301.390.8(92

文極会と

…

rF八 ト

Fia隆 ! 7.1334400 5、 945.002
長,229,407 17.996

笹 最総議 1136.O00 △  40。 ()0()

17.289.797
1=478,175 1. 179_R40 298.335

芝 3.824.895
6と、52fぅ 48.981
82,745 21^兌島7 11、 488

ラをぐ:鍵
'

123.88禽 90.392 38.496
擦 警獲ぬ 1.681.910 1.487.510 194.400
通控越機ユ思 575.660 609_ 157 △ 93,807
競鶴鑽舞 |

と
28.イふてl 28.760 0

イⅢ熟籍 癖I; 69.281 0 69,289
768.710 あ81_Aら 7 186,863

() O
卸尉製本 : 111.618 287.578
党熱ぷ続 ! 483.098 482.532 島6f→

5,165i674 5t063.839 01.83あ

`

17.(18秀 457.735 69.350
10 5.心07,822 5,446.577
2tじ .989.200 24.807.2で )◇ 5.182.000

支払後権ギ 71.000 △  2.000
20.547.323 9_880^76て ) 10.666.ら63

濫磯穀れ点 | も2.4〔 ;2^3島将 50.894.846 1.557.506
98.951 121.750 ∧ 22_799

輩,ユ、手惑r鷲
! 136.388 197.627 △  61.289

f) 0 0

0 0 0
入霧奪成 | 竜議 乖 ::a寄, 0 | 0



証繊熟鍛憲矯逮穀練書
平成31年 4月 笠燃から金熟 彦年 3ナl観 碑まで

入 ミ単■ ン

蝕幕度 団 馨

'建費 1,74長 、11 21877.7(
2844000
871.918 41懇、tttStじ

(

92.122 1.225
0 ( 0

15.31 12.988 2.R6島

270.402 2( 0.61禽 9,78′

島a.F,3(〉 106!| ,30 ▲  52.900
18.542 57.929 △ 891887
:111:Oそ〕 愛1.500 ◇

O 0 0
29、 209 37.607 △ 8..398

0 0
0 ,4.040

S.869 8.長 2'

214.934 185.482 29.,t66
0 0
lみ ( 0

3.001 /ヽ  6、 900
115.000 ∧ 4.(3()(う

484.77を 横10( 10.R82 △ 816.受 (〕7

71598 7 16 282
O 0

0 () 0
68。 260 16 48.668｀

費用経常 46イ ,921.629 重Iユ
(と ,31 33.601.924

2.473.025 3,846i778
亀愛′軽 評轍罐慈等 0 0

0 0 0

i宥観薙券評 lllll機益峰 0 0 0
額機益等 計 O 0 0
!鷲増瀾 2,473,025 1 3.846.778
■よ露競の郡

学外 ll又益
】 〔機審播篠◇ 0 0 (う

0 命 0
,夕鞭 義鵞よ t) fl

簿夕ゝ饗デとB

等譜餞聟 0 f) O
錢密

―
競後費 0 0

0 0 0
等据馨機 美 ◇ lみ O
砕度鍛 径拶 !距機 ⇔ O 0

O O 0
静井警用離 0 0
:幣外期織額 0 0

2,4731025 △  登̀37` 3.846.イ 78
9.972.643 11 搾ゝ  1、 373`758

12.445.661 9.972.643 2,473.025
H 乗財滋輝城 ごr,都

1

O O 0
2 1電野デ子

0 () (l

群薙五探鷺争麗ナ霞ユ貧額 O O て,

0 0
甘 0

.腫
チ観末残 議 長21446.66患 9、 972 473



重昧興‡藤増滅静繁審肉誤表

平成31年 奪婢 l営 から令黎 2年 3白 31繋 まで

希帯曽
滅大会雛 會奮十

'盛

離驚慈議A奪1餞録驚歳学素 小 縦

0 怠

イ



置珠琵奪雄端滅静鱒壽ぬ譲義
平歳31や 4典 義|から4れ 2年 3潟 擁‖まで

予や機 ′′ヽ 中 大 手′セ シ ,一
議簾点黙歳大榜鸞韓衰歳事オ 小雛

滋入識静 合静



財 務 諸 表 に対 す る注 記

と,繁要な会計力釜iⅢ

(1)と重l定資藤の繊rl独

‐
錢辮俗方法

戯fl誦償鶏資産韓ついで、簿額族たより龍綾減額錢鶏Jを葵施してしヽる。

(密)ジ ース敢81の燿理芽族

ジー丞物俸こた♪が,審議が簿主tと移転する触蘇めゎれるも(ア)以外のプ7ぞ ナン
ス彿ジース放季1爆

ア)いてすま、遵驚の愛貸待敢夢に篠る方法に諄尋た会幹処理
難よっている゛

(3)鵜費税等くデう会計麹離

璃費税等霊〉会露機 理燃税込み方式難放ってlvヽ る。

2、 轄慮資踵 rブ鞭 滅額及びその残高
メ特定変滋の鶏減額及り捨の駿盛は次のと熔りである等

(軍位 :洋奪)

特定資溢〈″,置オ糠等の為叙

特定賓産の難源等の内議すま次のと講りである。

(騨位 :閣 )

l島

‐
l慮資厳の験得編格～滅観鑽却黒静穀及び残期末残癌

題定資雄の敗得饉格、滅綴機辮蝶謝⌒額及び碧嬢末磯蔑燃次のとおりである。

(単位 :円 )

3

4

科  厨 鋭簸束残腐 滋期鶏崩額 導期滅少額 窮期求残蔦

趣舎会事務所移

転費用機立資滋
1,300,000 900,000 0 2,200,000

李, 曽 葛卸衆残高
(う ち指忠正殊難

透から分充嘉額)

(う ち一般鷲塊財

滅からの充14襲 )

そうち′安竜fttti雉態

する絵)

連今会事務所移

嫉費淵穫立資滋
2,200,000 (2,200,000)

琴1,  露 験得鶴椿 減鶴綻裁↓黒静籟 義期末残宙

r十織捕晟 と,102,500 800,624 301,876



5,補助金等の内訳並び組交付鷲、彗期の鶏滅及び,す食寓

構幾毯等の内訳難び態交付警、当鸞の鶏減額及び残高感次鉾滋薄りであるけ

(単位 il・と)

6J機会幹鍍替観組r)いて 議襲な t″

補助森等の名称 交付藉
前襲太

残 蔑
墓鐵購麹籟 塞鐵減少額

魂難魚

機 蔑

貸織対熊

蓑れの魏

載隠分

輔勘金

長)越曽費総勤森

2)灘懇鷲費・練鎌鸞デど疼透

3)支援金

金シ線支援金

蝶

舎シ賜

(〉

O

0:

8,045,000

8,045,00(〕

444,()O()

8,045,ё ()◇

8,04串 ,◇00

444,000

O

0

O

舎  締 0 46,534,000 16,534,000 O



踏 艤 明 細 書

盈,斡定資藤の幌線

2,琴 1監 姦び)明繰

(単位 :評奪)

(撃繊 :,彎 )

凶 分 資灘の軽頬 期落鰻簿鶴額 導鐵鵡癖額 義嬢言V域少額 期末嬢簿手縦l'鎮

爾定資熊 籍定費議 と,300,000 900,000 0 2,200,000

料  鐵 麟驚農薦 義躍端ブ,爵ぞ譲露
路期滅少籟

霧来残高
鶏盗旬綻テll その他



財 産 目 録
令稗彦4舛凛ガ31癖 魏寝

シノン′ミ…ヽ
(ユ ,t

錠讐対照衆鶏増 勤勝 '鞠鯰等 使用毒簿飽纂 冷 額

(流勘資滅 )

諏後 要震滅金

■ム銀行 員崎輩機藩支篇 趨統携金を1フで 可,900
瀬後

1‐ メヽ銀行 増を支療
十六銀行 瀦 拒支憲
Ⅲ八競t,鳥厳支療
子・入銀イ▼ 畏与究磨
■人銀狩 鶴江支療
十人籐待 轄岐貨店
親挙』鰈荷 聘苺報鶏

・
:茸薦

貌称鰈管 諌撃支J麟

糀身要銀rttk大 |す支篇
幾孝ヽ母銀行 早戸寅病
凝貌,銀t,大腕が支結
親本撥鍛奪▼ 疫佐鬼寅府
織稗銀行 総江貨すな
親r.11銀:,総簿支療
子A轟辣鎮機 予やな支着
十八銀狩 畏崎帯獅

=貿
篇

}入銀行 環推交療
杵Attf▼ 耳亀支篤

とて ltl

事業運転資金として (完雄 F診争絡瞬) 7,1

と て 2,5531649

7,06817拿2

1,074.818

添避事業輝輸々騎われして
滅述事業趣線賓鋭 1ォ

ヤ
こ

殊魅事驚運嫁資金をしご
旅遺撃業感撼資金を1″<
派進

イ
舞巽溺糠資金をと/て

601

3,378!

紫麟 ゴ
‐
資森議↓で 16.459,950

6.6901244

3,213,0才Φ

派邊事業薄犠費毯力して
離遊事業趣嫁衡金と1/ぐ

派整率業題転貸金ヵ社ヂて 1,7

虚歳17で 2,464,8可

l_て 5,3帝

漂進事裟越転資浄れ↓イ 1,467111
1が

'笠」 673,204
4,249,203供事業・焼大会計建盤資金とt^て

蕩齢群液躍入材弯戒事駐運無鑽後をとす 3.13ヽ
1

鷺観
`車

擁頭機請ヨ e9,3う 奪,1

衆奴命 分勢嫌造事業収益 33,727,7可

3も
`,2',71

患衆職後絆程

搬食箱サーど/‐
′、 派途事残路鶴費経 涼越元事驚主麟悩賓霊保険料 5841940

社鐵渉入 てヽ駐 ◇ 殺ヽ負態鶴斑雑, イ麟人驚盤藤ヽ セ

と露を,ア、覇涯毒IB 346

麓舎針 100,727

(l歳
‐
lttr髪懸房整)

特定資麓

その焔鶏建費陸

進今後夢秘新移
粧舞謝議立賞必

41i器鶴轟

蹴議ノllI入 稜

燥 FflⅢ_独

1移動審
'″ '武1移動義
'感

と,篭

盛簿灘籐後房〕E′「Cカート
孝お翔加入無藤盈

然鵡織触寧叢簿麓

と籍窟繊産計4

族大会計麟疲

公益韓ディジ事驚授r滋
公森機的事業辮蓮

とその他爾定贄巌請ξ

法大会瑠・il'雄

法大会計婢蔑

才1感 ,‐′9将

11

1

215,277
86.598

301,87

306,91

排雛窟鋒離舎齋・ 2,91感 ,ソ
ミど,

資蹴舎驚, I OCiS4$tl

(流 l策ザJ数 鑽,

衆払金 級費

　

　

　

善

‐艤購鍛観騨鑢織卿
鞭
触
熙
鞭
幾

全粛介嫌津会戯箕み隼
高船警綾理人材輩威事業枇誕滲,＼ 嵌Ω利蘇●濾遊金
派越率髪拠点舞託費 (単数斡,

鴻費税及びlk_'オ 鴻費税 (盛窪,

3月 分犠員時癖とタト手彎 臨ゝ時犠炊雙み
藤鶴寧養`族大会議笠)支林費癖

分漉泉所得税 `′ L寮 1度篠疑靴

と顔 ,

:こ孫る鞍り森

分社費傑鯰準,等

:“資痣橋立

蟻災3出 分厚生筆織疑金
職盈2〉 1・ 字潟分社会保険料

27.13114

50,39H.952

2651647

1,824,095
1゛
0く,(a00

1,2391

11,3

511,2

47

31,338

611740

流動傑彼舎書} 傘4,密〔妄◇,,奇

負l撥と舎締 94,200,

虹鑢財産 手
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